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質
問　

熊
本
地
震
で
道
路
の
陥

没
に
よ
り
支
援
・
物
流
が
滞
っ

た
こ
と
か
ら
も
、
首
都
直
下
地

震
へ
の
支
援
対
応
で
予
防
保
全

の
観
点
か
ら
路
面
下
空
洞
調
査

の
実
施
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

①
市
内
の
一
部
路
線
で
空
洞
が

確
認
さ
れ
た
が
、
原

因
は
。
②
路
面
下
空

洞
調
査
の
本
格
実
施

を
。
③
空
洞
調
査
に

関
し
て
国
土
交
通
省

な
ど
の
補
助
金
は
あ

る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
割
合
は
。

答
弁　

①
埋
設
管
の
老
朽
化
に

よ
る
損
傷
、
地
下
構
造
物
の
埋

設
時
の
土
の
緩
み
、
水
道
の
存

在
な
ど
、
複
合
的
な
原
因
が
あ

っ
た
と
考
え
て
い
る
。
②
問
題

点
な
ど
を
検
討
し
、
事
業
規
模

や
財
源
措
置
等
を
踏
ま
え
関
係

部
署
と
協
議
し
て
い
く
。
③
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
が
対

質
問　

自
転
車
の
駅
を
設
置
し
、

市
民
や
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
、

事
業
者
、
商
工
会
と
協
働
し
、

昭
島
の
路
傍
の
文
化
財
、
鉄
道

遺
産
等
も
活
用
し
な
が
ら
、
自

転
車
で
市
内
を
め
ぐ
る
事
業
に

取
り
組
ん
で
み
て
は
。

答
弁　

今
年
度
か
ら
観
光
ま
ち

づ
く
り
協
会
と
協
働
事
業
に
つ

い
て
調
整
を
始
め
た
。
ま
た
、

市
民
団
体
や
他
の
組

織
と
協
働
す
る
事
業

に
自
転
車
の
駅
事
業

が
ど
の
よ
う
に
活
用

で
き
る
か
、
調
査
研

究
課
題
と
し
て
い
く
。

質
問　

シ
ニ
ア
世
代
の
活
躍
の

場
と
協
働
に
つ
い
て
、
市
の
取

り
組
み
と
考
え
は
。

答
弁　

市
民
活
動
団
体
の
顔
が

見
え
る
関
係
づ
く
り
の
取
り
組

み
を
推
進
す
る
中
で
、
シ
ニ
ア

世
代
の
力
を
地
域
社
会
で
発
揮

質
問　

深
刻
化
し
て
い
る
子
ど

も
の
貧
困
の
解
決
に
向
け
て
、

ま
ず
は
、
市
内
の
実
態
調
査
に

踏
み
切
る
べ
き
。

答
弁　

調
査
に
は
多

方
面
か
ら
子
ど
も
の

生
活
実
態
を
捉
え
る

必
要
が
あ
り
、
国
、

都
や
他
自
治
体
の
動

向
を
注
視
し
、
調
査

研
究
を
し
た
い
。

質
問　

市
民
に
負
担
と
犠
牲
を

強
い
る
横
田
基
地
の
実
態
に
つ

い
て
、
①
昨
年
５
月
に
お
き
た

オ
ス
プ
レ
イ
の
事
故
を
受
け
て

米
軍
機
の
保
守
管
理
部
門
が
研

究
を
進
め
て
い
る
と
の
報
道
が

質
問　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
活
用

す
る
動
き
が
広
が
り
始
め
る
中
、

生
活
困
窮
者
や
児
童
養
護
施
設

等
へ
の
支
援
と
し
て
、
市
や
各

地
域
の
団
体
で
備
蓄
し
て
い
る

災
害
対
策
用
応
急
食
料
を
活
用

す
る
施
策
を
検
討
し
て
み
て
は
。

答
弁　

年
度
末
に
賞

味
期
限
を
迎
え
る
備

蓄
食
料
を
総
合
防
災

訓
練
等
で
使
用
す
る

な
ど
の
有
効
活
用
を

図
っ
て
い
る
。
期
限

切
れ
に
よ
る
納
入
業
者
の
引
き

取
り
割
合
を
さ
ら
に
減
ら
せ
る

よ
う
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
活
用

方
法
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

象
で
、補
助
率
は
55
％
と
な
る
。

質
問　
（
仮
称
）
教
育
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
①
新

図
書
館
の
基
本
的
な
部
分
は
直

営
に
す
べ
き
。
②
新
築
棟
と
既

存
体
育
館
の
間
の
空
間
は
、
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
を
つ
く
り
、
利
用

で
き
る
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

市
は
平
成
24
年
３
月
に

市
民
連
携
推
進
の
た
め
の
指
針

を
策
定
し
た
が
、
指
針
に
基
づ

く
施
策
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
弁　

今
年
度
は
指
針
に
基
づ

き
各
市
民
活
動
団
体
の
活
動
状

況
が
わ
か
る
資
料
を
作
成
予
定
。

若
干
遅
れ
て
い
る
が
今
後
も
施

策
の
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

あ
っ
た
。
横
田
基
地
へ
の
オ
ス

プ
レ
イ
配
備
を
見
送
る
よ
う
国

に
声
を
上
げ
る
べ
き
。
②
沖
縄

の
米
軍
の
軍
属
に
よ
る
事
件
に

対
し
、
横
田
基
地
と
隣
接
す
る

市
の
市
長
と
し
て
の
所
見
は
。

③
米
軍
の
特
権
的
地
位
を
定
め

た
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
改

定
を
強
く
求
め
る
べ
き
。

答
弁　

①
安
全
保
障
・
防
衛
問

質
問　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用

で
目
を
酷
使
し
、
老
眼
の
よ
う

な
症
状
に
悩
む
若
者
が
増
え
て

い
る
。ス
マ
ホ
老
眼
と
呼
ば
れ
、

新
た
な
現
代
病
と
の
指
摘
も
あ

る
。
流
行
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

学
校
で
の
視
力
検
査
に
近
距
離

業
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
の

課
題
を
明
ら
か
に
し
、
検
討
を

進
め
て
お
く
こ
と
が
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
②
学
校
避
難
所
運

営
委
員
会
等
の
議
論

を
踏
ま
え
、
市
の
中

で
も
横
断
的
な
協
力

を
得
な
が
ら
一
歩
一

歩
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

障
害
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
気
持
ち
よ
く
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
整
備

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

答
弁　

障
害
者
の
方
の
ス
ポ
ー

ツ
機
会
を
増
や
し
、
誰
も
が
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
取
り
組
む

た
め
の
施
策
の
充
実
を
図
る
。

強
い
憤
り
を
感
じ
、
遺
憾
に
思

う
。
真
に
実
効
性
の
あ
る
再
発

防
止
策
の
徹
底
と
迅
速
な
対
応

を
強
く
望
む
。
③
今
回
の
事
件

を
受
け
、
日
米
両
国
は
対
象
者

の
範
囲
を
見
直
す
方
向
で
協
議

を
始
め
る
と
し
て
お
り
、
こ
の

動
向
を
注
視
し
、
毎
年
実
施
の

基
地
対
策
特
別
委
員
会
と
合
同

で
行
っ
て
い
る
要
請
や
都
及
び

５
市
１
町
連
携
の
総

合
要
請
等
を
通
じ
て
、

適
切
な
見
直
し
が
図

ら
れ
る
よ
う
引
き
続

き
要
請
を
行
い
た
い
。

質
問　

急
斜
面
で
あ

る
中
神
坂
交
差
点
か
ら
南
下
の

市
道
南
494
号
に
手
す
り
設
置
を

含
め
歩
行
者
の
安
全
対
策
を
。

答
弁　

手
す
り
の
設
置
場
所
等

の
検
討
を
進
め
て
お
り
、
他
に

ど
の
よ
う
な
安
全
対
策
が
で
き

る
か
、今
後
も
研
究
し
て
い
く
。

て
お
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
運
用
に
つ
い

て
、
市
内
に
は
59
台
が
公
共
施

設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
①

点
検
状
況
は
。
②
過
去
の
盗
難

状
況
は
。
③
盗
難
保
険
の
加
入

を
検
討
し
て
は
。

答
弁　

①
使
用
不
可

能
に
な
っ
た
場
合
は

ア
ラ
ー
ム
が
鳴
る
た

め
、
担
当
職
員
が
状

況
を
把
握
し
、
業
者

に
修
繕
等
の
対
応
を
依
頼
し
て

い
る
。
２
年
ご
と
の
パ
ッ
ド
交

換
時
に
も
業
者
の
点
検
を
実
施

し
て
い
る
。
②
こ
れ
ま
で
盗
難

に
は
遭
っ
て
い
な
い
。
③
６
台

を
除
き
す
べ
て
屋
内
に
あ
り
、

施
設
全
体
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が

確
保
さ
れ
て
い
る
た
め
盗
難
の

可
能
性
は
少
な
く
、
現
時
点
で

の
保
険
加
入
は
考
え
て
い
な
い
。

一 般 質 問
（ 要 旨 ）

者
の
憩
い
の
場
所
、
ま
た
は
、

若
い
人
や
他
市
の
人
が
訪
れ
た

く
な
る
よ
う
な
昭
島
を
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
場
所
に
す
べ
き
。

答
弁　

①
直
営
に
す
る
か
一
部

委
託
す
る
か
な
ど
を
含
め
、
市

民
の
皆
様
に
満
足
い
た
だ
け
る

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
最
も
効
果

的
か
つ
効
率
的
な
運
営
方
法
を

検
討
し
て
い
く
。
②
交
流
の
ひ

ろ
ば
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
、

大
勢
の
方
々
の
集
い
の
場
所
と

な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
防

止
策
と
し
て
、
路
上
喫
煙
の
禁

止
が
有
効
と
考
え
る
。２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、

先
行
し
て
条
例
化
す

る
考
え
は
。

答
弁　

喫
煙
対
策
強

化
と
し
て
、
内
閣
官

房
、
財
務
省
、
厚
生

労
働
省
に
よ
る
チ
ー

ム
が
結
成
さ
れ
、
検
討
が
さ
れ

て
い
る
。
都
や
市
町
村
の
役
割

も
明
確
化
さ
れ
て
い
く
と
思
わ

れ
、そ
の
中
で
対
応
し
て
い
く
。

質
問　

地
域
住
民
主
体
の
事
前

復
興
計
画
の
視
点
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、
①
基
本
的

な
考
え
方
は
。
②
市
全
体
で
の

連
携
や
地
域
住
民
と
の
連
携
が

大
事
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答
弁　

①
あ
ら
か
じ
め
復
興
事

の
検
査
を
加
え
る
な
ど
、
予
防

対
策
も
踏
ま
え
た
注
意
喚
起
が

必
要
と
考
え
る
が
所
見
は
。

答
弁　

小
中
学
校
で
は
日
本
学

校
保
健
会
が
策
定
し
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
き
健
康
診
断
を
実

施
し
て
い
る
が
、
現
在
は
近
距

離
の
視
力
検
査
導
入
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
な
お
、
児
童
生
徒

へ
の
注
意
喚
起
は
必
要
と
考
え

題
は
国
の
専
管
事
項
で
あ
り
、

一
自
治
体
の
長
と
し
て
判
断
す

る
立
場
に
は
な
い
が
、
配
備
に

伴
い
周
辺
環
境
へ
の
著
し
い
影

響
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

周
辺
４
市
１
町
と
も
連
携
し
、

力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
。
②

暑い夏、全力で
（高校野球西東京大会）
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行

政

視

察

報

告

◇
視
察
日　

平
成
28
年
５
月
17

日
（
火
）
～
19
日
（
木
）

◇
視
察
項
目

[長
野
県
長
野
市
]

な
が
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
推
進
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

[新
潟
県
糸
魚
川
市
]

結
婚
支
援
事
業
・
同
窓
会
応

援
事
業
に
つ
い
て

[石
川
県
金
沢
市
]

金
沢
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
「
ま

ち
の
り
」
を
利
用
し
た
観
光

施
策
に
つ
い
て

◇
参
加
者　

９
人
（
委
員
６
･

同
行
職
員
２
・
随
行
職
員
１
）

◇
費
用　

60
万
７
千
410
円

◇
視
察
日　

平
成
28
年
５
月
10

日
（
火
）
～
12
日
（
木
） 

◇
視
察
項
目

[新
潟
県
三
条
市
]

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

総

務

委

員

会

建
設
環
境
委
員
会

厚
生
文
教
委
員
会

[新
潟
県
長
岡
市
]

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

子
育
て
の
駅
事
業
に
つ
い
て

[富
山
県
富
山
市
]

知
を
深
め
る
図
書
館
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

◇
参
加
者　

10
人
（
委
員
８
･

同
行
職
員
１
・
随
行
職
員
１
）

◇
費
用　

71
万
７
千
710
円

◇
視
察
日　

平
成
28
年
５
月
９

日
（
月
）
～
11
日
（
水
）

◇
視
察
項
目

[岩
手
県
陸
前
高
田
市
な
ど
]

三
陸
海
岸
沿
岸
地
域
（
４
市

２
町
）
の
復
興
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

[岩
手
県
紫
波
町
]

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び

地
域
熱
供
給
事
業
に
つ
い
て

◇
参
加
者　

８
人
（
委
員
６
･

同
行
職
員
１
・
随
行
職
員
１
）

◇
費
用　

86
万
４
千
650
円

会　派　名
（  ）内は議員数
議長は含まれない

件　名

安
心
・
安
全
な

　
　

街
づ
く
り
に
つ
い
て

公
明
党
昭
島
市
議
団
　
大
島
　
ひ
ろ
し
　
議
員

「
住
み
た
い
ま
ち
昭
島
」

　

づ
く
り
に
取
り
組
も
う

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
お
お
た
け
　
貴
恵
　
議
員

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団
　
髙
橋
　
誠
　
議
員

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
用
の

　
　
　
　

動
き
に
つ
い
て

中
神
坂
交
差
点  
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